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中国語「N1+ 指示詞 +N2」構造における指示詞の機能
　　日本語との対照を兼ねて　　

史　　　隽

１　問題提起

　中国語「N1+ 指示詞 +N2」１構造は、「前方名詞 + 指示詞 + 後方名詞」という形である。「N1+ 指
示詞 +N2」構造は二つのタイプに分けられる。両者の違いは指示詞に先行する名詞表現と、それに
後続する名詞表現の指している事物が同一事物か否かという点にある。この違いによって、以下の
ように「Ⅰ　N1と「指示詞 +N2」が共に同一事物を指しているもの」と「Ⅱ　N1と「指示詞 +N2」
が各々別の事物を指しているもの」の２種類に分けられる。

	 	 	 Ⅰ　N1と「指示詞 +N2」が共に同一事物を指しているもの２

	（1）	［张华］［这个３人］（直訳：張華この人）
	（2）	［北京］［那个地方］（直訳：北京そのところ）

	 	 	 Ⅱ　N1と「指示詞 +N2」が各々別の事物を指しているもの４

	（3）	［妈妈］［这件５毛衣］（直訳：母のこのセーター）
	（4）	［他］［那本６书］ （直訳：彼のあの本）

	（1）“ 张华＋这个＋人 ”、（2）“ 北京＋那个＋地方 ”、（3）“ 妈妈＋这件＋毛衣 ”、（4）“ 他＋那本＋书 ” は
同じ「N1＋指示詞＋ N2」構造となっている。（1）（2）N1“ 张华 ” “ 北京 ” と「指示詞 +N2」“ 这个人 ” 

“ 那个地方 ” は同一事物を指している。つまり、（1）N1“ 张华 ” と N2“ 这个人 ” とも「張華」、（2）N1“ 北

京 ” と N2“ 那个地方 ” ともに「北京」を指している。これに対して、（3）（4）N1“ 他 ” と「指示詞 +N2」
は同一事物を指していない。（3）（4）N1“ 妈妈 ” “ 他 ” と N2“ 这件毛衣 ” “ 那本书 ” は各々別の事物を指
している。
	（3）（4）に関して、木村（1983）では「指示」と「方位」という二つの文法範疇の文法的及び意味
的近似に関する主張からその性格と意味を議論しているが、（1） （2） と （3） （4） はいずれも見かけ上は
二つの名詞表現が指示詞を介してつながり、一つの構造を構成しているわけであり、いったいそれ
らがいかなる意味＝文法関係のもとにつながっているのか。そして、指示詞はいかなる役割を持っ
てこの繋がりに関与しているのか、といった点はこれまで深く論じられていない。本稿では、同じ

「N1+ 指示詞 +N2」構造である （1） （2） と （3） （4） の指示詞の役割に焦点を絞って、N1の働きを中心と
し、具体的な機能を明らかにする。７

	 議論しやすくするため、本稿では （1） （2） のような構造を「同格構造」といい、（3） （4） のような構
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造を「所属構造」ということにする。

２　同格構造の属性と指示詞の機能

　（1）“ 张华这个人 ”（2） “ 北京那个地方 ” のような「N1+ 指示詞 +N2」では指示詞を冠する名詞表現
N2とその直前の名詞表現 N1は同格関係を持つ構造である。朱（2009）では同格（Apposition）につ
いて「外在する形式が違う二つの言語単位が同等の言語構造にあって、同等の効果を持つ文法機能
のことである」８と定義している。
	 二つの語句が同格関係にあるとは、文中において主語ならば両方とも主語、目的語ならば両方と
も目的語になっているということを意味する。たとえば、（5） “ 张华这个人 ”、（6） “ 张华那个人 ” は
N1と「指示詞 +N2」の文法位置が同じ同格構造である。つまり、（5） “ 张华这个人 ” において “ 张华 ”
と “ 这个人 ” はともに主語に相当し、（6） “ 张华那个人 ” において “ 张华 ” と “ 那个人 ” はともに目的語
に相当する。

	（5）	［张华］［这个人］非常小气。

	 	 	（張華という人はとてもケチだ。）
	（6）	我恨死［张华］［那个人］了。

	 	 	（私は張華をとても恨んでいる。）

	 また、同格構造においては、仮に二つのうちどちらか一方の語句を除いても、文の構造は影響を
受けず、そのまま文として成立し、文の意味も基本的には変わらない。（7） （7’） （8） （8’） の “ 这个人 ” 

“ 那个人 ” の指示対象が話し手と聞き手と共有知識の場合、N1と「指示詞 +N2」のいずれかが抜け
ても文が成り立つ。

	（7）［张华］非常小气。

	 	 	（張華はとてもケチだ。）
	（7’）	［这个人］非常小气。

	 	 	（この人はとてもケチだ。）
	（8）我恨死［张华］了。

	 	 	（私は張華をとても恨んでいる。）
	（8’）	我恨死［那个人］了。

	 	 	（私はあの人をとても恨んでいる。）

	 文の意味を表すには本来 （9） の “ 张华 ”、（10） “ 钱 ”、（11） “ 北京 ”、（12） “ 9月3日 ” だけでは十分であ
るが、なぜさらに「指示詞 +N2」を付け加える同格構造が必要なのか。「指示詞 +N2」が加えられ
ることによって、どのようなニュアンスが生じているのか。

	（9）	 	［张华］ ［这人］非常小气。

	 	 	 	（張華はとてもケチだ。）
	（10）	［钱］ ［这东西］ 让人又爱有恨。

	 	 	 	（お金は人に愛しさと同時に憎しみを感じさせてしまう。）
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	（11）	［北京］ ［那地方］ 人很多。

	 	 	 	（北京は人がとても多い。）
	（12）	［9月3日］［这天］让人毕生难忘。

	 	 	 	（9月3日を私は一生忘れられない。）

　（9） － （12）「指示詞+N2」の有無に関わらず、いずれも “ 张华 （張華） ”という人物の “ 小气 （ケチ） ”、
“ 钱 （お金） ” というものの “ 又爱又恨（愛しさと同時に憎しみを感じさせてしまう） ”、“ 北京 ” という
場所は “ 人很多 （人がとても多い） ”、“9月3日 ” という日の “ 毕生难忘（一生忘れられない） ” の属性が
表れる。両者を比較し、「N1+ 指示詞 +N2」構造の場合は明らかに話し手によって N1への主観的評
価のニュアンスが感じられるのに対して、「指示詞 +N2」が付かないほうは客観的な N1（9） “ 张华 ”、

（10） “ 钱 ”、（11） “ 北京 ”、（12） “9月3日 ” の属性を述べている。
　従って、述語部分は客観的な内容 “ 在北京出生 （北京で生まれた） ” “ 要靠自己的努力赚 （自分の努
力で稼ぐ） ” の場合、（13） （15） は自然な文になるが、「N1+ 指示詞 +N2」同格構造 （14） （16） は不自然
さが感じられる。

	（13）	 张华在北京出生。

	 	 	 	（張華は北京で生まれた。）
	（14）	 ? 张华这人在北京出生。

	 	 	 	（張華という人は北京で生まれた。）
	（15）　钱要靠自己的努力赚。

	 	 	 	（お金は自分の努力で稼ぐ。）
	（16）	 ? 钱这东西要靠自己的努力赚。

	 	 	 	（お金というものは自分の努力で稼ぐ。）

　このことから、「N1+ 指示詞 +N2」構造は主観的な評価を表す構造であると推測される。このよ
うな主観的なニュアンスが生じるのは N1と「指示詞 +N2」が同じ文法位置にあるためである。ま
た、このような文法構造が成り立つのは二つの名詞表現を結びつける指示詞にあると考えられる。
指示詞の N2への働きは明らかに限定用法なので、どのように N1の属性の叙述と繋がるのかを具体
的に見ていきたい。

	（17）	［张华］［这人］非常小气。

	 	 	 	（張華という人はとてもケチだ。）

	（17）は直観的に話し手が何らかのもの、つまり具体的な情報を指しながら、張華の「ケチ」とい
う評価に結びついている。例えば、

	 	 	 話し手の “ 张华 ” への印象
	 	 	 Ａ	 每天走 1 个小时的路回家。（毎日一時間歩いて帰宅している）
	 	 	 Ｂ	 从不请客。（人におごったりしない）
	 	 	 Ｃ	 从不给人彩礼。（誰にも礼金をあげない）
	 	 	 …
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　つまり、話し手は「張華」に関して、「節約のため毎日一時間歩いて帰宅している」「人におごっ
たりしない」「誰にも礼金をあげない」…の出来事（情報）を知りながら、それらを根拠として「張
華」という人に対してケチという評価を下している。ただし、その何らかのもの（情報）は文脈に
は出ておらず、話し手の頭にしか存在しないものである。
　この場合、指示詞は話し手の頭にある「張華」に関するある出来事を指すことによって、述語部
分の属性と結び付けていると考えられる。つまり、図（1）のように、指示詞は指しているのは「張
華」という人物の全般ではなく、話し手が「張華」に関して知っている出来事を指しているのであ
る。その上で、それらの情報の属性を一つの評価に繋げたのである。

　従って、（17） で表れている「張華」の属性は「張華の持つ属性の集合」ではなく、話し手は「張
華」に対する認識を表す表現である。これは同格構造ではない “ 张华非常小气（張華はとてもケチ
だ） ” に表れている「張華の持つ属性の集合」の属性との大きな相違点である。これによって、必然
的に “ 张华这个人非常小气 ” と “ 张华非常小气 ” 両文の主観的と客観的なニュアンスの違いも生じて
いる。
　また、（18）も話し手は “ 钱 （お金） ” に対して、“ 没有不行，太多也不行（なくてはならないが、多
すぎてもよくない） ” “ 为了它很多人去犯罪（たくさんの人に罪を犯させている） ” “ 有了很多问题都

不再是问题（たくさんの問題を解決できる） ” などの認識を持った上で、自分なりに “ 让人又爱有恨

（愛しさと同時に憎しみを感じさせてしまう） ” という感情を持っている。（19） “9月3日 ” に “ 第一次

看到爸爸（初めて父と会った） ” “ 是给我太多感动的（感動が与えられた） ” “ 一家团圆（家族が一家団
楽となった） ” の出来事より “ 让我毕生难忘（一生忘れられない） ” という評価をしている。（20） “ 北
京 ” に “ 冬天去过北京（冬北京に行ったことがある） ” “ 有零下10度 （零下10度） ” “ 要穿棉袄（冬は綿
入りの上着を着なければならない） ” の情報から “ 太冷了 （とても寒い） ” という評価をしている。こ
れはあくまでも話し手の主観的な評価であり、世の中の一般的な評価ではない。

	（18）	［钱］［这东西］让人又爱有恨。

	 	 	 	（お金は人に愛しさと同時に憎しみを感じさせてしまう。）
	 	 	 	 話し手の “ 钱 ” への認識：
	 	 	 	 Ａ	 呀，没有不行，太多也不行。（なくてはならないが、多すぎてもよくない）
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(18) [钱] [这东西]让人又爱有恨。  
      (お金は人に愛しさと同時に憎しみを感じさせてしまう。) 
   話し手の“钱”への認識：  

  A 呀，没有不行，太多也不行。(なくてはならないが、多すぎてもよくない) 
  B 为了它很多人去犯罪。(たくさんの人に罪を犯させている) 

    C 有了很多问题都不再是问题。(たくさんの問題が解決できる) 
     …                 

(19) [9 月 3 日][这个日子]让我毕生难忘。 
 (9 月 3 日という日を私は一生忘れられない。) 

这人 张华 

話し手の情報
 

从不请客 

每天走一个小时回家 

不给人礼金 

…etc 

図（1）

話し手の情報（頭に浮かんでいる）
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	 	 	 	 Ｂ	 为了它很多人去犯罪。（たくさんの人に罪を犯させている）
	 	 	 	 Ｃ	 有了很多问题都不再是问题。（たくさんの問題が解決できる）
	 	 	 	 …
	（19）	［9月3日］［这个日子］让我毕生难忘。

	 	 	 	（9月3日という日を私は一生忘れられない。）
	 	 	 	 話し手の “9月3日 ” への思い：
	 	 	 	 Ａ	 我第一次看到爸爸（初めて父と会った）
	 	 	 	 Ｂ	 是给我太多感动的（たくさんの感動が与えられた）
	 	 	 	 Ｃ	 一家团圆（一家団楽になった）
	 	 	 	 …
	（20）	［北京］［那个地方］太冷了。

	 	 	 	（北京というところはとても寒い。）
	 	 	 	 話し手の “ 北京 ” への認識：
	 	 	 	 Ａ	 冬天去过北京（冬北京に行ったことがある）
	 	 	 	 Ｂ	 有零下10度（零下10度ある）
	 	 	 	 Ｃ	 要穿棉袄（綿入りの上着を着なければならない）
	 	 	 	 …

	 この場合の指示詞 “ 这东西 ” “ 这天 ” “ 这地方 ” は N1「“ 钱 （お金） ” 一般」、「“ 9月3日 ” 一般」「“ 北京 ”
一般」を指しているわけではなく、話し手が頭の中に思っている “ 钱 ”、“9月3日 ”、“ 北京 ” に関する
出来事の属性を指している。そして、それらの出来事は文には現れていないが話し手の頭に浮かん
でおり、見えているようなニュアンスが感じられ、そして、述語部分の話し手の主観評価と結びつ
いている。
　以上から「N1+ 指示詞 +N2」同格構造は話し手の N1に対する主観的な評価を与え、話し手の感
情移入などの語調を伴う構造であることがわかる。これは指示詞の働きによるものである。指示詞
は話し手の N1に対する認識（出来事）を指示し、それによって話し手による評価と結びつけている。

３　所属構造の属性とその指示詞の機能

	（3） “ 妈妈这件毛衣 ”、（4） “ 他那本书 ” のような「N1+ 指示詞 +N2」は、指示詞を冠する名詞表現
N2とその直前の名詞表現 N1は異なる指示対象を指している。同格構造「N1+ 指示詞 +N2」と区別
するため、このような「N1+ 指示詞 +N2」を所属構造と呼ぶ。
	 一見して （21） “ 他那本书 ” の “ 他 ” は “ 书 ” の所属先、（22） “ 北大那个食堂 ” の “ 北大 ” は “ 食堂 ” の
所属先、（23） “ 前天那位警察 ” では “ 前天 ” は “ 警察 ” の所属先とみなされる。

	（21）	［他］［那本书］很一般。

	 	 	 	（彼のあの本は普通だ。）
	（22）	［北大］［那个食堂］太便宜了。

	 	 	 	（北京大学のあの食堂はとても安い。）
	（23）	［前天］［那位警察］挺英俊的。

	 	 	 	（一昨日のあの警察官はハンサムだ。）

5
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	（24） － （26）のように中国語では名詞と名詞の所属関係を結び付けるには、連体構造助詞 “ 的 ” が
必要である。「N1+ 指示詞 +N2」所属構造における N1と N2はただの所属関係、指示詞は両者をつ
なげるだけのものであれば、（21） － （23）は（24） － （26）と同じ意味になるはずである。

	（24）	 他的书很一般。

	 	 	 	（彼の本は普通だ。）
	（25）	 北大的食堂太便宜了。

	 	 	 	（北京大学の食堂はとても安い。）
	（26）	 前天的警察挺英俊的。

	 	 	 	（一昨日の警察官はハンサムだ。）

	 両者を比べて見れば、（24） “ 他的书 ” は “ 他 ” と “ 书 ”、（25） “ 北大的食堂（北京大学の食堂） ” は “ 北
大 ” と “ 食堂 ”、（26） “ 前天的警察（一昨日の警察） ” は “ 前天 ” と “ 警察 ” の所属関係を意味している
が、N1は完全に修飾成分、N2は中心成分となっている。しかし一方、（24） － （26） と比べ 

（21） － （23）「N1+ 指示詞 +N2」所属構造の “ 他 ” と “ 书 ”、“ 北大 ” と “ 食堂 ”、“ 前天 ” と “ 警察 ” の間
の親密感が強い。“ 他的书 ” “ 北大的食堂 ” “ 前天的警察 ” のような明らかな修飾と被修飾の意味はな
く、N1“ 他 ” “ 北大 ” “ 前天 ” は N2“ 书 ”、“ 食堂 ”、“ 警察 ” の修飾成分とは言えない。さらに、N2に対
して話し手の視点から deictic に捉え、文に主観的な位置づけを加えたニュアンスが読み取れる。つ
まり、N2の何らかの具体像が話し手の頭の中に浮かんでいて、あたかも指で指しているかのようで
ある。たとえば “ 书 ” の内容、“ 食堂 ” の値段、“ 警察 ” の顔など。
　また、同じ述語部分であるが、連体構造助詞を用いる（27）（29）は正文、「N1+ 指示詞 +N2」所属
構造の（28）（30）は非文となる場合もある。非文になる文の特徴として “ 这 ” “ 那 ” のチェンジができ
ない。また、“ 我这爸爸 / 我那爸爸 ” “ 我这脚 / 我那脚 ” のように “ 这 / 那 ” の使用によって空間的・
心理的な遠近の差が付かないと考えられる。

	（27）	 我的爸爸上个周去日本出差了。

	（28）	 * 我那爸爸上个周去日本出差了。

	 	 	 	（私の父は先週日本に出張した。）
	（29）	 我的脚长了一个大大的瘤子。

	（30）	 * 我那脚长了一个大大的瘤子。９

	 	 	 	（私の脚には大きい瘤がある。）

	（28）は「何人か “ 爸爸 ” の中の一人は先週日本に出張に行った。」という非文になり、（30） は「脚
の瘤は話者の体にあるもの」である。話者にしては、近い距離に存在しているため、「遠」を表す
“ 那 ” を用いる場合非文となる。これは述語部分が属性を表す文脈ではなく、“ 上个周去日本出差了

（先週日本に出張に行った） ” “ 长了一个大大的瘤子（大きい瘤がある） ” という客観的すぎる事実を
述べるために、話し手は N2 “ 爸爸 ” “ 脚 ” に対して評価ができなくなるからである。ここから、「N1+
指示詞 +N2」所属構造は N2に対して話し手の主観的な評価を下す構造であると言える。指示詞に
は “ 的（の） ” と異なる作用が内在すると考えられる。
	 続いて、指示詞はどうやって N1と N2を結びつけるのか、その中で具体的にどのような役割を果
たしているのかを見てみたい。

6
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	（31）	［他］［那本书］很一般。

	 	 	 	（彼の本は普通だ。）
	 	 	 	 話し手はある “ 书 ” に対して “ 他 ” との関連情報を持っている
	 	 	 	 Ａ	 去年写的（去年書いた）
	 	 	 	 Ｂ	 改编成电影的（映画化にされた）
	 	 	 	 Ｃ	 写婚外情的（不倫の内容の）
	 	 	 	 …

	（31） は話し手が “ 他 （彼） ” と何からの関係を持つある本に対して “ 很一般 （普通） ” という評価を下
しているという意味である。その何からの具体的な関係は話し手が知っている。例えば、図 （2） で
示されているように “ 去年写的 （去年書いた） ” “ 改编成电影的 （映画化にされた） ” “ 写婚外情的 （不倫
の内容の） ” の具体的な内容を指しながら、それによって特定された「本」への評価を下している。
文に現れていないが、話し手の頭に浮かんでおり、話し手はそれを見えているかのように発話して
いるのである。この場合、指示詞は文脈に現れていない「何からの具体的な関係」を指して、述語
部分が表す評価を結び付けている。

	 話し手が述語部分で表している評価は「“ 他的书 ” 一般」への評価ではなく、話し手は思っている
「“ 他 ” と何らかの関わりのある “ 书 ”」に対して下した評価である。これによって、客観的な視点か
ら見た “ 他的书很一般 ” と話し手の視点から見た “ 他那本书很一般 ” の根本的な違いである。
　また、同じように （32） “ 北大那个食堂 ” は話し手の頭の中に「“ 北大 ” という場所と何らかの関わ
りのある “ 食堂 ”」を意味している。その関わりは、たとえば “ 得到教育部补助金建的（教育部から
の補助金で作られた） ” “ 北校区的（北キャンパスにある） ” “ 最新开的（新しく開いた） ” のような話
し手が具体的に知っているものである。（33） “ 前天那位警察 ” も話し手が知っている “ 前天 ” という
時間と “ 打110叫来的（110で呼んできた） ” “ 问了很多问题的（たくさん質問された） ” “ 没什么表情的

（あまり表情のない） ” のような関係のある “ 警察 ” を意味している。話し手は “ 北大 ” “ 前天 ” は “ 食
堂 ” “ 警察 ” と関わる情報を頭にあり、それを見えながら発話しているようである。この場合、指示
詞は指しているのはそれらの情報である。それらの情報のもとで、“ 食堂 ” “ 警察 ”に対する述語部分

7
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で “ 太便宜了（とても安い） ” “ 挺英俊的（ハンサムな） ” という主観的な評価をする。

	（32）	［北大］［那个食堂］太便宜了。

	 	 	 	（北京大学のあの食堂はとても安い。）
	 	 	 	 話し手はある “ 食堂 ” に対して “ 北大 ” との関連情報を持っている
	 	 	 	 Ａ	 得到教育部补助金建的（教育部からもらった補助金で作られた）
	 	 	 	 Ｂ	 北校区的（北キャンパスにある）
	 	 	 	 Ｃ	 最新开的（新しく開かれた）
	 	 	 	 …
	（33）	［前天］［那位警察］挺英俊的。

	 	 	 	（一昨日のあの警察官はハンサムだ。）
	 	 	 	 話し手はある “ 警察 ”に対して “ 他 ”との関連情報を持っている
	 	 	 	 Ａ	 出事故时打110叫来的（110で呼んできた）
	 	 	 	 Ｂ	 问了很多问题的（たくさん質問された）
	 	 	 	 Ｃ	 没什么表情的（あまり表情のない）
	 	 	 	 …

　この場合の指示詞は「北京大学の食堂」、「一昨日の警察官」を指しているわけではなく、話し手
が頭の中に思っている “ 北大 ” と “ 食堂 ”、“ 前天 ” と “ 警察 ” の間の具体的な関わり、つまり “ 食堂 ” 

“ 警察 ” の具体像を指している。また、それを指すことによって、話し手の主観的評価が表れる。文
全体は話し手が具体像を見ながら話しているニュアンスが取れる。
　以上のように、所属構造の「N1+ 指示詞 +N2」において N2に対する主観的な感情、評価を表す
構造である。指示詞は話し手の頭の中に存在している「N1と関わる N2に関する具体的な情報（出
来事）」を指している。その役割によって、話し手の主観的な感情を表している。

４　「N1+指示詞+N2」の特徴と指示詞の虚化現象

　4.1「N1+指示詞+N2」の特徴
　上述したように、本稿では「N1+ 指示詞 +N2」構造において指示詞に先行する名詞表現 N1と、そ
れに後続する名詞表現 N2の指している事物が同一事物か否かによって分けられた「同格構造」と

「所属構造」の意味（文法関係）から指示詞の役割を具体的に分析した。筆者が収集した「N1+ 指
示詞 +N2」構造の例文において、同格関係と所属関係とも話し手の強い感情が含まれている例文は
ほとんどである。従って、話し手がある物事や人に対する強い感情を表すのは「N1+ 指示詞 +N2」
構造の特徴とも考えられる。
　また、「N1+ 指示詞 +N2」両構造とも話し手は「ある事物」の具体的な出来事（具体像）を指し
ながら発話していると読み取れる。述語部分で反映される評価を表す意味はその「具体像」による
ものである。それらの「出来事」は文脈に現れていないが、話し手の頭の中（記憶）に存在してい
る。要するに、図（3）で表示されているように、指示詞が指示しているのは文に出ている事物では
なく、それと関連のある話し手の頭の中に存在している具体像である。それを評価と結び付けてい
る。この場合、指示詞は指示しているのは話者の頭に存在しているその具体像である。

8
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　また、「N1+ 指示詞 +N2」両構造のもう一つの共通性としては、話し手の頭の中に存在する「出
来事1、出来事2、出来事3」のイメージは聞き手に伝わらないものである。それらのことは、聞き手
が知っていかどうかと関係なく、話し手が「N2」に対して頭の中で独自的にイメージしているので
ある。つまり、話者が指しているのは N1という物事 / 人ではなく、自分の頭の中の N1への認識の
一部分の属性だけである。その属性は話者が N1に対して、知っている具体的な「出来事1」「出来事
2」「出来事3」…によるまとめである。N1が持っているたくさんの属性の中の一つだけである。
　二つの形式が同じ「N1+ 指示詞 +N2」言語形式に存在するのはそれなりの理由がある。一見異な
るものであるが、「N1+ 指示詞 +N2」構造は表現するニュアンス（話者の強い感情）と指示詞の働
きは類似的である。指示詞が同じく話し手の頭の中の出来事を指すことは両構造が一つの言語形式
である「N1+ 指示詞 +N2」に存在する根本的な理由であるのではないかと考えられる。

　4.2　中国語指示詞の虚化用法
　中国語では同一構造に二つの形式が存在することは珍しい現象ではない。史（2011）で取り上げ
た「指示詞（“ 这么 /那么 ”）＋数量詞＋名詞」構造に二つの形式を分けられる。指示詞がそれぞれ

「強調機能」と「概数機能」が働いている。同一構造の二つ形式の指示詞は一見にすれば異なる機能
を果たしているように見えるが、「概数機能の指示詞」は指示詞本来の強調機能から弱まる一種と考
えられる。つまり、「概数の指示詞」は「強調の指示詞」から弱まり、延伸したものである。10 ここ
で挙げている「弱まり」は、すなわち「虚化現象」であり、本稿と共通するところである。本稿で
議論している「N1+ 指示詞 +N2」構造の両形式の指示詞とも指示詞本来の指示機能より弱まり、指
示詞の「虚化用法」であると考えられる。
	 吕（1985）ではすでに指示詞の「虚化用法」が言及されている。実際の文において “ 这 ” “ 那 ” “ 这

个 ” “ 那个 ” “ 这么 ” “ 那么 ” などの指示詞は指示の力が弱まり、指示詞としての機能が失っている現
象と指摘している。また、张・方（2001）《汉语功能语法研究》では、「語彙意味の弱まりはわれわ
れ本来言っている虚化（弱まり）、同時にその語彙に新たな文法範疇と文法成分が生じる」と指摘し
ている。
	 例えば、指示詞は本来ダイクシス性を持つが、（34） （35） の指示詞 “ 这 ” “ 那 ” は特に具体的な指示
対象を何も指していない。
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	（34）	 我这舞跳得也够灰心的。� （张・方　2001）
	 	 	 	（私の気持ちがこのダンスをする事に挫けた。）
	 	 	 	 説明：この文は、長い間ダンスを練習していたが、なかなかうまくできなくて、話し手が

ダンスに落胆しているというニュアンスを表している。

	（35）	 你那孙子装的也够可怜的。� （张・方　2001）
	 	 	 	（お前は十分に哀れそうにとぼけているね。）
	 	 	 	 説明：この文は、相手のとぼけていることをわざわざと可哀そうだと言いながら、実はさ

げすんでいるニュアンスを表している。

　「N1＋指示詞＋ N2」構造の指示詞は吕（1982）では「“ 这 ” “ 那 ” が他の修飾語を伴い、指示する
機能」を「助指」と定義した。また、李（2009）では「助指」は主に所属性の修飾語、同格性の修
飾語、描写性の修飾語、動詞述語文と組み合わせて、後ろの名詞を修飾するものであり、「N1+ 指
示詞＋ N2」の「同格構造」と「所属構造」における指示詞とも「助指」である。
	 李（2009）では （36） （37） のような指示詞の力が弱くなっていると指摘している。

	（36）	 画面孔这事很有趣，每位先生的面孔都有好多事情。画了这位的一二三四，再凭想象去添

五六七八。不到几天，每位先生都画遍了。

	 	 	 	（人の顔を描くのはとても面白いことだ。すべての先生の顔にはたくさんの物語が隠れて
いる。一二三四を描いたら、また想像に任して五六七八を描き添える。何日もかからない
うちに、すべての先生の顔を一通り描き終えた。）

	（37）	 他那高高大大的身子，堵在门框，痴痴呆呆地，像一段木头。

	 	 	 	（彼はその高く大きなからだで入口をふさぎ、気抜けしたように立っている。）�（李　2009）

　本稿では「助指」用法は「虚化現象」の一種と見られる。ただし、「助指」の指示詞の指示の力が
弱くなったが、なくなったわけではない。指示機能はまだ残っている。本稿の結論によれば、「N1+
指示詞＋ N2」両構造の指示詞は「文脈に現れていないが、話し手の頭の中（記憶）に存在している
具体像を指す」役割を果たしている。つまり、「助指」の指示詞は指示の力が弱くなっており、「指
示詞の虚化」現象と言われているが、文脈に現れていない指示対象を指しているわけである。

５　日本語との対照

	 以上で中国語同種類の言語形式「N1+ 指示詞 +N2」が持っている二つの言語形式の構造関係から
指示詞の用法を分析した。その結論を踏まえて、日本語ではどのような対応しているのかを見てみ
たい。
	「N1+ 指示詞 +N2」構造の同格関係と所属関係はいずれも日本語の指示詞に対応しない。それぞ
れが多く対応しているのは日本語の（38b） （39b）「N1+ という +N2」、（40b） （41b）「N1+ の +N2」構
造である。

「N1+ 指示詞 +N2」同格構造
	（38）	 a.	詹麗穎という人は、その動き一つでみんなから好かれることもあるが、逆にそのひと言
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でみんなから嫌われ、疎んじられることもある。� 《钟鼓楼》
	 	 	 	 b.	詹丽颖这人11既能在一个举动里让人对她敬爱有加，也能在一句话上使人对她生烦生厌。

� 『鐘鼓楼』
	（39）	 a.	冯少怀这个人，只能跟他一块儿受罪，不能跟他一块儿享福。� 《金光大道》
	 	 	 	 b.	馮少懐って奴は、いっしょにいる人間をこき使うだけで、いい思いをさせることなんざ、

これっぽちも考えてねえ。� 『輝ける道』

「N1+ 指示詞 +N2」所属構造
	（40）	 a.	你这个爸爸真是一块活宝。� 《金光大道》
	 	 	 	 b.	あんたのお父さんて、ほんとにめずらしいくらいのお馬鹿さんね。� 『輝ける道』
	（41）	 a.	你那脑瓜子本来就是软的，偏偏要往硬的上碰，这怨谁呢？� 《金光大道》
	 	 	 	 b.	あんたの頭はもとからやわらかいのに、自分から固いものにぶつけようとしてんで

しょ。なんで人のせいにすんのよ。� 『輝ける道』

	 日本語の指示詞は中国語「N1+ 指示詞 +N2」構造における指示詞の「話し手の頭の中の出来事
（具体像）を指す」機能を持っていないと言えよう。しかし、なぜ中国語では同一の構造が「N1+ と
いう +N2」構造と「N1+ の +N2」構造と対応しているのか。日本語の機能語「という」「の」は中
国語の指示詞と類似している機能を果たしているのか。「N1+ という +N2」構造と「N1+ の +N2」
構造の意味とそれにおける「という」「の」の用法から見てみよう。
　まず、「N1+ という +N2」構造の属性から見てみる。丹羽（2006）では「N1+ という +N2」につ
いて「N1のことを改めてとらえ直す（改めて問題にする）」という説明をしている。

	（42）	 山田さんという人は面白い人だねえ。
	（43）	 人間って本当に高等動物なのかな？

　（42）「山田さん」、（43）「人間」のことを知っているにせよ、「山田さん」「人間」がいかなる人 /
ものか改めて問い直している。この場合、問題になる意味は、既知の意味そのままではなく、それ
に関して新たな観点から捉え直した意味ということになる。N1のことを改めて捉え直す（改めて問
題にする）ということを表すのは「N1+という+N2」が本来引用形式であることによるものである。
つまり、名前 N1「山田さん」「人間」を引用するという形をとることで、その名前に伴うべき意味
を付与し、N1に関わる既存の意味を改定したり、それに付け加えたり、確認したりするのである。
　丹羽（2006）の分析によれば、「N1+ という +N2」構造は「N1を新たな観点から捉え直す」とい
う意味の構造である。「という」はそもそもの引用構造で N1を引用することによってそれを目立た
せる機能を果たしているのである。構造上は中国語「N1+ 指示詞 +N2」構造が持っている話し手が
N1に対する主観的な評価を与える構造と全く異なるものである。そして、中国語「N1+ 指示詞
+N2」同格構造の指示詞が果たしている話し手の記憶の中の出来事を指す機能とも明らかに違って
いる。
　また、日本語で「N1+ の +N2」構造は N1と N2を「の」で繋げ、所属関係を表す構造である。中
国語の連体構造助詞 “ 的 （の）”で繋がる「N1+的+N2」構造と同じものである。前文では（21） － （23）
と（24） － （26）の違いですでに説明しているように、「N1+ 指示詞 +N2」は単なる所属関係を表す
構造ではなく、その指示詞も連体構助詞 “ 的 ” と異なり、「つなぎ」の機能のみの働きではない。従っ
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て、「N1+ 指示詞 +N2」所属構造の意味と指示詞の役割とも日本語「N1+ の +N2」と異なるもので
ある。

	（44）	［他］［那本书］很一般。

	 	 	 	（彼のあの本は普通だ。）� （= （21））
	（45）	［北大］［那个食堂］太便宜了。

	 	 	 	（北京大学のあの食堂はとても安い。）� （= （22））
	（46）	［前天］［那位警察］挺英俊的。

	 	 	 	（一昨日のあの警察官はハンサムだ。）� （= （23））

	（47）	 他的书很一般。

	 	 	 	（彼の本は普通だ。）� （= （24））
	（48）	 北大的食堂太便宜了。

	 	 	 	（北京大学の食堂はとても安い。）� （= （25））
	（49）	 前天的警察挺英俊的。

	 	 	 	（一昨日の警察官はハンサムだ。）� （= （26））

	 中国語「N1+ 指示詞 +N2」の両構造は、日本語「N1+ という +N2」「N1+ の +N2」構造で訳され
るが、いずれも、具体像が話し手の目の前に浮かんでいて、あたかも指で指しているようなニュア
ンス、あるいは具体像によって述語部分の評価と繋がるというニュアンスを持たない。そのニュア
ンスを生じさせる指示詞の働きも「という」「の」が持っていない機能である。

６　まとめ

　本稿では「N1+ 指示詞 +N2」構造において指示詞に先行する名詞表現 N1と、それに後続する名
詞表現 N2の指している事物が同一事物か否かによって分けられた「同格構造」と「所属構造」の意
味と指示詞の役割を具体的に分析した。
	 結果は以下のようになる。
	 ①	 両構造は一見異なるものであるが、実際は意味上も指示詞の用法も類似したものである。両

構造とも話し手は「ある事物」の具体的な出来事（具体像）を指しながら、それに強い感情
を表す構造である。その中で、指示詞は同じく「文脈に現れていないが、話し手の頭の中（記
憶）に存在している具体像を指す」役割を果たしている。

	 ②	 中国語「N1+ 指示詞 +N2」の両構造に対して日本語は「N1+ という +N2」「N1+ の +N2」形
式と対応している。いずれも指示詞が現れていないことから、日本語の指示詞は中国「N1+
指示詞 +N2」構造における指示詞の用法を持っていないと推測される。日本語「N1+ という
+N2」「N1+ の +N2」構造の意味、ニュアンス及び機能語「という」「の」の用法も、中国語

「N1+ 指示詞 +N2」構造及びその指示詞と異なっており、根本的に違うものである。
	 ③	 文脈的に両構造の指示詞は指示の力が弱くなっており、「指示詞の虚化（助指）」現象の一種

となるが、「文脈に現れていない話し手の頭の中（記憶）に存在している具体像」を指してい
る。「文脈に現れていない話し手の頭の中（記憶）に存在している具体像」を指しているとい
う点で、一定の指示力を保持している。

12
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注

１	 日本語では指示詞が名詞を修飾する場合、その名詞の前につけるのに対して、中国語では量詞
を添える必要がある。例えば、ⅰⅱでは名詞 “ 书包 （「鞄」） ” “ 桌子（「テーブル」） ” と数詞の間に
量詞 “ 个 （「個」） ” “ 张 （「枚」） ” が必ず必要である。数詞と量詞を合わせて「数量詞」と言う。

	 	 ⅰ	 这三个１书包（直訳：この三つの鞄）
	 	 ⅱ	 那一张１桌子（直訳：その一つのテーブル）
	 	 	 本稿では日本語と比較するために、中国語の指示詞とその数量詞を合わせて指示詞と呼ぶ。

また、日本語「指示詞 + 名詞」に対して、中国語では「指示詞 + 数量詞 + 名詞」の形で対応
していることになる。ただし、数詞が “ 一 ” の場合、数量詞は省略可能である。この場合、「指
示詞 + 量詞 + 名詞」あるいは「指示詞 + 名詞」形式になる。

　　ⅲ	 那一座１山　　那座山　　那山（あの山）
　　ⅳ	 这一个孩子　　这个孩子　　这孩子（この子供）
	 	 	 本稿では、指示詞と量詞の組み合わせ、あるいは指示詞の場合、例えばⅲⅳの “ 那座 ” “ 那 ”、

“ 这个 ” “ 这 ” を一律に指示詞と呼ぶ。
２	 後文で述べている「同格構造」である。“ 张华这个人（“ 这个人 ” は “ 张华 ” と同一人物） ”、“ 北

京那个地方（“ 那个地方 ” は “ 北京 ” と同一場所） ” のような構造である。本稿では、N1と「指示
詞 +N2」が共に同一事物を指して N2は N1と同じ物事と見られる場合を「同格構造」と定義す
る。

３	 “ 个 ”：〈量〉広く個や伊のものを数える場合に用いる。“ 一个苹果 （一つのリンゴ） ” “ 一个奇迹

（一つの奇跡） ” “ 两个人 （二人） ” “ 三个选择（三つの選択） ”
４　後文で述べている「所属構造」である。“ 妈妈这件毛衣 （“ 这件毛衣 ” は “ 妈妈 ” に属するもの）”、

“ 他那书 （“ 那本书 ” は “ 他 ” に属するもの） ” のような構造である。本稿で N1と「指示詞 +N2」が
各々別の事物を指し、N2は N1の一部分として見られる場合を「所属構造」と定義する。

５	 “ 件 ”：〈量〉事がら・服・書類などを数える場合に用いる。“ 一件事 （一つの要件） ” “ 两件毛衣

（二着のセーター） ”
６	 “ 本 ”：〈量〉冊子、書籍を数える場合に用いる。“ 一本笔记本 （一冊のノート） ” “ 两本课本 （二冊

の教科書） ”
７	 中国語指示詞は近称と遠称によって “ 这/那 ” の二系列がある。“ 这/那 ” の違いによって、「N1

＋指示詞＋ N2」構造は距離的、空間的、心理的なニュアンスの差が現れる。本稿の議論範囲で
は “ 这 /那 ” の使用による相違は問題にならない、主に指示詞が N1への働きを中心として分析
する。

８	 原文：“ 指外在形式不同的两个语言单位处在地位同等的语言结构中具有作用同等的语法功能。 ”
（朱英贵　2009）

９	 本稿の議論範囲では “ 这 /那 ” の使用によって空間的・心理的な遠近による相違を言及しない。
10	 史（2012）で「指示詞 + 数量詞 + 名詞」構造を指示詞の機能によって以下の二種類に分けてい

る。
	 	「強調の指示詞」：数量の程度を強調する機能
	 	 ⅰ	 爱等不等，这么两个月都等不了了 ?

	 	 	 	（待つことを好む好まざるにかかわらず、〈わずか〉二三ヶ月も待てないの？）
	 	 ⅱ	 罚一杯？谁喝不了那么一杯酒，满上！
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	 	 	 	（罰に一杯？たった一杯ぐらい飲めないとでも思っているの？注いで！）

	 	「概数の指示詞」：数量をぼかす、程度化する機能
	 	 ⅲ	 由于没有工作，就打算和小王一块儿混这么两个月。

	 	 	 	（仕事がないため、とりあえず王さんと二ヶ月ぐらい無為に過ごそうかと考えている。）
	 	 ⅳ	 奶奶，我正忙着呢。您在给爷爷满满的斟上那么一杯酒啊？

	 	 	 	（おばあさん、今忙しいから。お爺さんにお酒をもう一杯注いだら？）
11	 “ 这人 ” は “ 这 （一个） 人 ” の数量詞が省略された場合である。
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　　 “N1+Demonstrative+N2” is a common grammatical construction in Chinese, in which N1 and N2 

represents two different nouns.  If the two nouns have the same referent standing in the same syntactical 

relation to the rest of a sentence, we have an apposition.  Otherwise it is a subordinate.  This study ana-

lyzes the functions of the demonstrative in the two forms and illustrates the corresponding constructions 

in Japanese.  Our results indicate that these two forms of construction express one’s emotion toward an 

object.  Though the demonstrative is used to refer such an object, its demonstrative function has been 

weakened.  「N1+to iu+N2」and「N1+no+N2」are the two constructions in Japanese corresponding to 

these two forms the closest.  However these constructions contain no demonstrative, and the functions of 

「to iu」 「no」 are different than those of the demonstrative in Chinese.  Further the construction 

“N1+Demonstrative+N2” expressed a different meaning than 「N1+to iu+N2」 「N1+no+N2」.

The Function of Demonstratives in the structure
“N1+Demonstrative+N2” of Chinese

　Serves as a Contrast with the Japanese　

Shi  JUAN
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